
まえがき＝当社は，，操業にも反映されてきた

5）。しかしながら，「炉
況」という高炉技術関係者にとって，直感的な経験に裏
付けられた判断 6）が，今日もなお残っていることも事実
である。『残念ながら，理論的解明が先行して高炉操業
が向上するという結果にはならず，高炉操業の成果がつ
ねに理論より先行する』1）のが現状であり，その理論的
解明を担うのが計測技術と言える。
　本稿では，逆Ｖ型融着帯の形成操業をさらに発展させ
たコークス中心装入法による中心流操業を確立していく

のよ法に発展して甶
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シャル流れ場であり，操業中の測定も限定されているた
め炉下部における液分配はもとよりガス分配の観点で未
解明の点が多い 16）。
　第Ⅳ期：黎明期（PC多量吹込み操業への移行期）にお
いては，PC比の増加にともない，羽口とレースウェイ内








